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2023/24 シーズンにおけるインフルエンザワクチン等の 

接種に関する考え方 

 

 

 2023/24 シーズンにおいてもインフルエンザワクチンの積極的な接種を強く推奨

します 

2022/23 シーズンのインフルエンザは、定点報告が 1 を下回らないうちに、新しいシ

ーズンに入り患者数が増加しており、今までに例を見ない状況となっています 1）。 

国内では 2020 年以降 2 シーズン流行がなく、その後 2022/23 シーズンにも大規模な

流行はありませんでした。その間にインフルエンザウイルスに対する抗体価の低下が小

児や高齢者を中心に示唆され 2）、感受性者が増加している可能性があります。実際、イ

ンフルエンザの発生自体は小規模ながら春・夏も持続し、さらに現在増加傾向にありま

す。現時点でインフルエンザ患者全体の約半数が15歳未満の小児であると推定され3)、

各地で学校での学級閉鎖が数多く報告されているのは周知のとおりです 4）。また、新型

コロナウイルス感染症（COVID-19）も第 9 波と言える流行となっています 1）。 

すなわち、インフルエンザが流行しやすい時期に限らずインフルエンザが流行する可

能性があること、流行の規模が大きくなる可能性があること、SARS-CoV-2 との重複感染

や COVID-19 との同時流行がこれまで以上に懸念されることから、インフルエンザワク

チン接種を今シーズンも推奨します。 

 

インフルエンザワクチンの有効性は世界的にも認められています。米国では毎シーズ

ンインフルエンザワクチンの実社会における効果（生ワクチン・細胞培養ワクチン含む）

を調査していますが、COVID-19 の流行が始まった後でも一定の効果（2021/22 シーズン

は 36％、2022/23 シーズンは 54％）が確認されています 5）。 

 

3 年前はわが国でも COVID-19 との同時流行を警戒して全国的に公費助成が広く行わ

れ、インフルエンザワクチンの接種率が比較的高い傾向にありましたが、この 2 年間は

ワクチン接種への積極性が少し低下してきているようです 6）。小児や高齢者、基礎疾患

などリスク因子を有する方にはインフルエンザワクチン接種を推奨します。 

幸い、令和 5 年度のワクチンの供給量は、3,121 万本となり、通常年の使用量を超え

る供給量となる見込みです。2023 年９月末時点で年度内の供給量の半数を上回る約

1,660 万本（成人では約 3,320 万回分）が出荷される予定です。これは 65 歳以上の高

齢者（約 3,590 万人）の約 9 割が１回ずつ接種できる量に相当します 6）。2023/24 シー

ズンは需給がひっ迫する可能性は低いため、リスクを有さない人も含めて、より積極的

にインフルエンザワクチン接種の推進が可能です。 
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 肺炎球菌ワクチンや新型コロナワクチンの積極的な接種も強く推奨します 

高齢者やリスク因子を有する方にはインフルエンザ罹患後の続発性細菌性肺炎の予

防も重要です。肺炎球菌が代表的な肺炎の原因菌となりますが、肺炎球菌ワクチンには

23 価莢膜多糖体ワクチン（PPSV23）と 13 価結合型ワクチン（PCV13）/15 価結合型ワク

チン(PCV15)の 2 種類があります。定期接種対象の 65 歳以上 5 歳毎（2023 年度内に 65

歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳になる者）の、まだワクチン未接

種の高齢者には PPSV23 の接種が優先されます。最近、65 歳以上の 5年経過措置におい

て、2019 年度以降の定期接種実施率の低下（13.7％）が報告されたこともあり、より一

層の接種率向上が求められています 7）。定期接種対象外の 65 歳以上の高齢者（過去に

定期接種で PPSV23 を接種し、再接種に該当する高齢者を含む）および 6歳から 64 歳ま

での基礎疾患を有するハイリスク者には PCV13/PCV15- PPSV23 の連続接種が選択肢と

なります 8）。 

もちろん新型コロナワクチンの接種も重要です。変異株のさらなる出現や 5 類感染症

への移行に伴う社会環境の変化から再び流行の兆しが見えています。新型コロナワクチ

ンはこの秋から XBB.1.5 に対応した単価ワクチンの接種が始まります 9）。COVID-19 罹

患後に肺炎球菌ワクチンやインフルエンザワクチンなど他疾患の予防接種を実施する

際の最適な時期や副反応についての定まった見解はいまだありませんが 10）、新型コロ

ナワクチンはインフルエンザワクチンとの同時接種も可能となっていますので、これら

のワクチンの接種を推奨します 11）。 
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